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序     文 
 

日本国政府は、インド国政府の要請に基づき、インド国ベンガルール及びマイソール都市圏 ITS

マスタープラン策定調査プロジェクトを実施することを決定し、独立行政法人国際協力機構がこ

のプロジェクトを実施することとしました。 

当機構はプロジェクト開始に先立ち、本プロジェクトを円滑かつ効果的に進めるため、2013 年

7 月 28 日から同年 8 月 15 日までの 19 日間にわたり、当機構・垣下禎裕経済基盤開発部参事役を

団長とする詳細計画策定調査団を現地に派遣しました。調査団は本件の背景を確認するとともに、

インド国関係当局の意向を聴取し、かつ現地踏査の結果を踏まえ、本プロジェクトに関する協議

議事録に署名しました。 

本報告書は、今回の調査を取りまとめるとともに、引き続き実施を予定しているプロジェクト

に資するためのものです。 

調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 25 年 11 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
経済基盤開発部長 三浦 和紀 
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第１章 調査概要 
 

１－１ プロジェクトの背景 

カルナタカ州の州都であるベンガルールは、都市圏の人口約 870 万人（国内第 5 位）を擁する

南部インドの産業都市であり、インド国最大の情報通信産業集積地であることから、インドのシ

リコンバレーと称されている。特に郊外南東部には、インフラが整備された大規模な IT 工業団地

が 3 カ所存在し、関税等の優遇政策の下、有数の外資系企業が進出しており、ベンガルールは今

後もインド経済の牽引役としての期待が大きい。 

ベンガルール都市圏の道路総延長は約 11,000km であり、放射状道路が中心部から各方面へ整備

されているのに加え、環状道路が市内中央部から内環状道路（Inner Ring Road：IRR）、外環道路

（Outer Ring Road：ORR）、外郭環状道路〔Peripheral Ring Road（PRR）；約 45km 区間が供用〕が

整備・計画されている。都市圏の車両登録台数は 470 万台（四輪車占有率 17％）、登録台数増加

率は過去 10 年間 10％を維持しており、人口増加率 3.25％と比べて著しく高い水準となっている。

公共交通としては、都市圏内バスが約 6,500 台、300 路線で運行しており、メトロも計画フェー

ズ１として、1 路線延長 6.7km が 2011 年に運行を開始している。 

ITS（Intelligent Transport Systems；高度道路交通システム）に関しては、交通警察により「B-TRAC

（Bangalore Traffic Improvement Project）」と呼ばれる交通管制センターが整備され、CCTV

（Closed-Circuit Television；閉回路テレビ）による監視、信号無視などの取り締まり、一部区間の

信号制御等が実施されており、インド国のモデルケースとされている。 

ベンガルールの交通に関する課題としては、大規模な産業団地及び放射道路沿いの市街地発展

に伴う車両台数・交通量の増加による都市圏内の激しい交通渋滞が挙げられる。この課題に対処

すべく、カルナタカ州政府は、環状道路の拡張に加えて、メトロの拡張、モノレールの整備など

を計画し、都市圏大量輸送システムを導入しつつあるが、居住地域やオフィス街と公共交通網と

を結ぶ支線整備、駅周辺の駐車場整備、公共バスとの接続、老朽化した公共バスの更新、既存イ

ンフラを有効活用するためのユーザーへの情報提供についても早急に整備する必要があるとして

いる。同道路交通状況改善の必要性については、独立行政法人国際協力機構（JICA）「インド国

ITS を活用した都市交通問題解決のための情報収集・確認調査」（2013 年 1 月）においても確認さ

れている。 

このような中、2012 年 2 月に日本・インド共催による ITS セミナーがベンガルールで開催され

たこともあり、インド国は、わが国が有する VICS（Vehicle Information and Communication System；

道路交通情報通信システム）などに代表される世界的にも高度な道路交通情報の収集・分析・提

供システムに高い関心を有し、ベンガルール都市圏及びマイソール都市圏における ITS マスター

プラン策定プロジェクトの実施をわが国に要請した。マイソールは、ベンガルールの南西 140km

に位置する人口約 130 万人（2011 年）、年間約 1,300 万人の旅行者が訪れる観光都市であり、都市

圏内交通の改善による環境保全、観光客の誘致が重要な施策となっており、ベンガルールと共通

性のある ITS を導入する観点から、ベンガルールと併せてマスタープランを策定することをイン

ド国が要請したものである。 

 

１－２ 調査の目的 

本調査は、交通問題が深刻化しているベンガルールを主な対象とし、交通渋滞の改善に資する
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ITS 導入に係るマスタープランを策定するプロジェクトを実施するにあたり、要請背景の確認、

調査の範囲、内容、実施条件などを調査し、その実施の妥当性等を検討するとともに、技術協力

プロジェクトの実施に係る協議議事録（M/M）について協議・合意することを目的として実施し

た。 

 
１－３ 調査団の構成 

詳細計画策定調査は以下の団員にて実施した。 

 

 
 
 

 担当分野 氏名 所属 

１ 総括 垣下 禎裕 
独立行政法人国際協力機構（JICA） 

経済基盤開発部 参事役 

２ 協力企画 津守 佑亮 
JICA 経済基盤開発部 運輸交通・情報通信第 3

課 兼 計画・調整課 

３ 交通管理計画 近藤 升 東日本高速道路株式会社 

４ ITS 計画 戸谷 浩也 日本工営株式会社 
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１－４ 日程 

詳細計画策定調査の日程は以下のとおり。 

 

 

１－５ 主要面談者 

主要な面談者は以下のとおり。 

 

（１）カルナタカ州都市開発省（Urban Development Department：UDD） 

Mr. P.N. Srinivasachary, IAS   Principal Secretary 

総括・協力企画 交通管理計画・ITS計画 日数

7月28日 日
東京発
デリー着

1

7月29日 月
10:30 JICAデリー事務所
デリー発
ベンガルール着

2

7月30日 火
移動（陸路）ベンガルール→マイソール
15:30 マイソール市
17:00 マイソール都市開発局

3

7月31日 水
11:30 カルナタカ州道路交通公社
        （マイソール市バス運行管理センター）
16:30 マイソール交通警察

4

8月1日 木
午前  マイソール市内視察
午後　移動（陸路）　ベンガルール→マイソール 5

8月2日 金
11:00 ベンガルール市
14:30 キックオッフミーティング
　　　　カルナタカ州都市開発省他

6

8月3日 土
11:30 カルナタカ州都市交通局
午後　資料整理 7

8月4日 日 現場視察、資料整理 8

8月5日 月
11:00 ベンガルール交通警察
　　　　（交通管制センター）
15:00 ベンガルール都市圏交通公社

9

8月6日 火
11:00 カルナタカ州登録局
15:00 カルナタカ州観光局（タクシー事業者）

10

8月7日 水 現地視察、資料整理 11

8月8日 木 11:00 ベンガルール都市開発局 12

8月9日 金
ベンガルール着　（ハイデラバードより）
午後　団内協議

午前　資料整理
午後　団内協議

13

8月10日 土
マイソール市視察
（マイソール市バス運行管理センター他）

資料整理
14

8月11日 日
午前　資料整理、団内協議
午後　ベンガルール市内視察

資料整理、団内協議
15

8月12日 月

10:30 カルナタカ州都市交通局
　　　　MM協議
午後　団内協議
　　　　資料整理

官団員と同じ

16

8月13日 火

10:30　カルナタカ州都市交通局
　　　　 MM協議
13:00　ベンガルール交通警察
　　　　（交通管制センター）
16:00 カルナタカ州都市開発省　他
　　　　MM署名

10:30 官団員と同じ

13:00 資料整理

16:00 官団員と同じ

17

8月14日 水
ベンガルール発　デリー着
デリー発

官団員と同じ
18

8月15日 木 日本着 官団員と同じ 19
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Ms. V. Manjula, IAS    Principal Secretary 

 

（２）カルナタカ州都市開発省都市交通局（Directorate of Urban Land Transport：DULT） 

Ms. V. Manjula, IAS      Commissioner 

Mr. Shailender Singh       Special Officer 

Mr. N Nawaz    Traffic Engineer 

Mr. Sivaubramaniam J.   Transport Planner 

 

（３）ベンガルール都市開発局（Bangalore Development Authority：BDA） 

Mr. T. Sham Bhatt, IAS       Commissioner  

Mr. P.N. Nayak      Engineering Member 

Mr. H.C Ramendra, KES   Engineer officer 

Mr. A.V Rangesh    Town Planning Member 

 

（４）ベンガルール市（Bruhat Bangalore Mahanagar Palike：BBMP） 

Mr. M.Laksjminarayana     Commissioner 

Mr. Er.S.Somashekara   Chief Engineer 

Mr. K.T Nagaraja    Superintendent Engineer 

（Road Infrastructure） 

 

（５）ベンガルール交通警察（Bangalore Traffic Police：BTP） 

Mr. B. Dayananda, IPS    Additional Commissioner 

Mr. Sanjeev. Kumar BH   Consultant 

 

（６）ベンガルール都市圏交通公社（Bangalore Metropolitan Transport Corporation：BMTC） 

Mr. Kumar Pushkar, IFS    Director of Information Technology 

 

（７）カルナタカ州登録局（Transport & Road Safety：TRS） 

Mr. K. Amaranarayana    Commissioner 

Mr. R. Muniveeregowda   Joint Commissioner for Transport 

Mr. L. Hemanth Kumara   Joint Commissioner for Transport 

Mr. Maruthi Sambrani   Deputy Commissioner for Transport 

 

（８）カルナタカ州観光局（Karnataka State Tourism Development Corporation：KSTDC） 

Dr. C.D. Dyavaiah, IFS   Managing Director of KSTDC 

 

（９）マイソール市（Mysore City Corporation：MCC） 

Mr. Ramesh      Commissioner 
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（10）マイソール都市開発局（Mysore Urban Development Authority：MUDA） 

Mr. Shashi. Kumar    Town planning member 

 

（11）カルナタカ州道路交通公社（Karnataka State Road Transport Corporation：KSRTC） 

Mr. N Manjunath Prasad, IAS   Managing Director （Kick off） 

Mr. S. Mallikarjuna     Chief Mechanical Engineer 

Mr. Sridharan Narayanan   CMC Regional Head 

Mr. Shan Venkat      Consultant 

 

（12）マイソール交通警察（Mysore Traffic Police：MTP） 

Dr. M A SALEEM, IPS    Comissioner 

 

（13）JICA インド事務所 

大川  太郎    所員 

Mr. Sanjeev Moholkar   所員 

 

１－６ 団長所感 

（１）総 論 

ベンガルールは、その都市規模の拡大に比例するように道路交通渋滞、不十分な公共交通

サービスなどの著しい都市交通問題に直面している。これに対して、先方機関は、交通問題

への対処の重要性、ITS の活用可能性、ハード整備とソフト整備のバランスなどについて十

分な認識を有していることに加えて高い取り組み熱意がみられることから、本協力について

大きな効果が発揮されることが期待される。 

また、同地には日本企業も多く立地することから、企業活動の環境整備の観点からも本協

力の重要性が認められる。 

一方で、課題の緊急性などにかんがみ早急なシステム導入を先方機関は非常に強く意識し

ていることなど、次のような課題が調査より明らかとなった。 

 

（２）本体調査の実施に関する課題 

１） 具体的導入段階を意識したマスタープラン 

先方機関は ITS サービスの全体像が明らかになるとともに、緊急度の高いサービスにつ

いては直ちに実施段階に移行することを検討しており、概算の事業規模についても速やか

に把握することが求められている。 

精緻な積算ではなく、予算要求的な精度が意識されていることは確認できているが、ITS

サービスメニューの全体像にとどまるものでなく、実施段階を強く意識したマスタープラ

ンが求められていることに留意が必要である。 

２） 早急な成果の提供 

一部の ITS サービスについては、個別の実施機関が相互の調整が不十分な中で事業に着

手しようとしていることに先方機関は強い危機感を抱いており、できるだけ早期に相互調

整が可能となるようなマスタープランの網をかぶせることを意図している。 
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このため、マスタープラン像が早急に示されることを先方は非常に重要視しており、プ

ロジェクト開始後 6 カ月後に概略像を提出することで合意した。 

この期間では詳細な計画の策定は困難であることは先方も十分理解しているところで

あるが、作業期間、計画のレベル感、１）の概略事業規模については適切なバランスを実

現する必要がある。このため、プロジェクト開始後は直ちに、成果の「レベル感」につい

て、先方機関と早急かつ十分な協議が必要である。 

３） マイソール都市圏の扱い 

シームレス共通交通カードなど具体的にマイソール都市圏も包含したサービスが既に

想定されているなど、マイソール都市圏について先方は非常に重要視しており、同都市圏

においても本調査の対象とすることにした。 

一方で、同都市圏については、都市の規模や交通状況を踏まえたとき、ベンガルール都

市圏の成果等を活用しながら、補完的な作業レベルで策定し得る計画水準にとどまるもの

であることに十分理解を示している。このため、同都市圏の計画水準を具体像についても、

調査開始後速やかに先方機関との認識の合意を図ることに留意が必要である。 
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第２章 ベンガルールにおける都市交通及び ITS の現状と計画 
 

２－１ 都市交通政策に係る実施体制 

２－１－１ カルナタカ州都市開発省（UDD） 

カルナタカ州における都市開発を管轄するのはカルナタカ州都市開発省（UDD）である。UDD

が担当する主な事業・活動は以下のとおり。 

・ベンガルール都市開発局（BDA）の管轄地域における、主要なインフラ計画・開発、その

他、住居地区の区画整備計画や湖の再生など 

・ベンガルール都市圏開発局（Bangalore Metropolitan Region Development Authority：BMRDA）

の管轄地域における開発計画・調整・監督 

・郊外地域における開発計画スキーム策定の支援、及びマスタープラン策定のための技術支

援 

・メトロ建設のためのベンガルールメトロ公社（Bangalore Metro Rail Corporation Limited：

BMRCL）に対する融資等の支援 

・ジャワハルラル・ネルー全国都市再生計画（Jawaharlal Nehru National Urban Renewal 

Mission：JnNURM）融資の枠組みに基づく、ベンガルール市（BBMP）及びマイソール都

市開発局（MUDA）による事業に対する支援と促進 

・カルナタカ州におけるその他の都市での事業支援と促進 

・カルナタカ州の地方都市における投資プログラムを通じたインフラサービスの改善（カル

ナタカ州都市インフラ開発公社を通じた実施） 

・カルナタカ州における主要都市での交通計画のための技術的支援及び能力強化 

・上下水道の開発整備及び管理 

 

２－１－２ カルナタカ州都市開発省都市交通局（DULT） 

DULT は、UDD 傘下の組織であり、カルナタカ州における都市交通政策の実務を担当する。

マスタープランを含む、都市交通に関する各種の計画、調整及び実施を行う。主な活動は以下

のとおり。 

・カルナタカ州における都市総合交通計画の策定 

・州政府に対する都市交通政策等に関する助言 

・都市交通インフラプロジェクトに対する評価 

・公共交通機関や自転車など、非自動車輸送（Non-Motorized Transport：NMT）の利用促進

（ファンドの活用など） 

・各種の交通関連事業における、関係機関（ロビー団体、学識経験者などを含む）の調整窓

口 

 

また、カルナタカ州における主要な ITS 事業にも関与する。事業の実施は交通事業者、公共

交通事業者、市政府などにより行われるが、DULT は事業実施前の枠組みの策定、計画、事前

の調査支援、及び事後評価支援などの面から関与する。事業の実施にあたっての全体の計画・

調整などをつかさどる立場となる。 

DULT が関与する実施中の主な ITS 関連事業には以下のものが挙げられる。 
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・マイソール市における市バス運行管理システム（パイロット事業実施中） 

・ベンガルール市における市バス運行管理システム（計画中） 

・Hubli-Dharwad（カルナタカ州北部の都市）におけるバス高速輸送システム（Bus Rapid 

Transit System：BRTS）導入事業（計画中） 

・ベンガルール市内におけるバイスクルシェアリング計画（パイロット事業実施中） 

 

２－１－３ ベンガルール市（BBMP） 

ベンガルール市（BBMP）は市政府として各種の行政サービスを提供する。また、市内中心

部におけるインフラ開発の管理及び実施を担当する。組織の長はベンガルール市長である。管

轄対象の道路総延長は 1,940km であり、管轄地域内の人口は約 870 万人（2011 年センサス）に

達する。これは、ベンガルール都市圏における約 10％の地域に、およそ 80％の人口が集中し

ていることを意味する。 

 

２－１－４ ベンガルール都市開発局（BDA） 

ベンガルール都市開発局（BDA）は、ベンガルール都市圏における開発計画を策定する。対

象地域は、上記のベンガルール市管轄地域の外側、及び下記のベンガルール都市圏開発局

（BMRDA）管轄地域の内側の地域となる。BDA により以下が策定されている。 

・ベンガルール都市圏における総合開発計画（Comprehensive Development Plan：CDP） 

10 年ごとに改定。現在改訂版の策定中。対象地域はベンガルール市、及び BDA 管轄地

域となる。 

・総合交通計画（Comprehensive Traffic and Transportation Plan for Bengaluru, 2011） 

この中で、交通調査も実施（以下、「総合交通調査 2011」と記す）。対象範囲はベンガル

ール市、及び BDA 管轄地域を中心とし、下記に記す BMRDA 管轄地域のうち、関連する

一部地域を含む。 

・ベンガルール都市圏マスタープラン 2015 

現在、「ベンガルール都市圏マスタープラン 2030」を策定中である。両マスタープラン

とも、対象地域はベンガルール市、及び BDA 管轄地域となる。 

なお、周辺の地域である BMRDA 管轄地域における開発計画は上記の計画とは別に彼ら

自身で計画を進めている。 

ベンガルール外郭環状道路（PRR）の建設については BDA の管轄となる。本外郭環状道

路に係る詳細プロジェクト報告書（Detailed Project Report：DPR）が BDA により準備され

た。本報告書は本外郭環状道路に対する有償資金協力要請の一部をなすものである。 

BDA の組織図を図２－１に示す。 
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出典：BDA のウェブサイト http：//www.bdabangalore.org/organizationchart.html 

図２－１ BDA 組織図 

 

２－１－５ ベンガルール都市圏開発局（BMRDA） 

ベンガルール都市圏開発局（BMRDA）は、上記のベンガルール都市開発局（BDA）管轄地

域の外側の地域における開発計画を担当する。 

なお、ベンガルール市（BBMP）、BDA 及び BMRDA の 3 機関により、都市圏計画委員会

（Metropolitan Planning Committee：MPC）が組織されている。これは、これらの機関による計

画の調整を図り、ベンガルール都市圏全体として総合的な観点から、調和のとれた総合開発計

画を推進することを目的とするものである。MPC は、カルナタカ州首相及びカルナタカ州都市

開発省（UDD）を長とし、構成されている。 

これらの 3 機関による管轄地域と主要な道路網を図２－２に示す。 
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出典：調査団作成 

図２－２ ベンガルール都市開発関係機関の管轄地域と主要な道路網 
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ベンガルール外環道路（ORR）及び外郭環状道路（PRR）の位置関係、主要な接続道路を以

下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：DULT Case Study 

図２－３ ベンガルール都市開発関係機関の管轄地域と主要な道路網 

 

２－１－６ ベンガルール都市圏陸上交通委員会（BMLTA） 

2006 年の中央政府都市開発省により発表された都市交通政策によれば、人口 100 万人以上の

都市においては統合都市圏交通委員会の設立が推奨されている。これは、運輸交通関連機関か

ら組織されるものであり、運輸交通に関する重要な意思決定及び調整を図るためのものである。 

これを受け、インドでは初の州レベルの交通委員会として、2007 年にベンガルール都市圏陸

上交通委員会（Bangalore Metropolitan Land Transport Authority：BMLTA）が設立された。議長は

カルナタカ州のチーフセクレタリーが務め、委員会開催時は DULT 局長がメンバーを招集する。

メンバーは交通関連機関の長から構成される。 

 

２－１－７ ベンガルール交通警察（BTP） 

ベンガルール交通警察（BTP）は、東西に 2 つの管轄エリアに分かれ、さらに 7 つの地域管
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轄部に分割される。それらの配下に合計 42 の所轄署が存在し、これらが交通警察機構を構成

する。警察組織は警察総監（Commissioner of Police）に代表され、交通警察はその配下に位置

づけられる。交通警察は、警察副総監（Additional Commissioner of Police）に代表される。 

BTP の組織図を図２－４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：BTP のウェブサイト 

図２－４ ベンガルール都市開発関係機関の管轄地域と主要な道路網 

 

２－２ 都市交通全体の概要（車両台数、交通量、道路・公共交通整備状況及び計画） 

２－２－１ 車両台数 

ベンガルール都市圏における登録車両台数は 4.7 百万台であり（2013 年 3 月時点）、このう

ち約 90％の登録車両はベンガルール市内のものである。また、二輪車の比率が高く、全体の約

70％（3.2 百万台）を占める。 

1 日当たりの車両登録台数は、約 3,000～4,000 台（カルナタカ州全体）となり、過去数年間

の年平均車両増加率は約 10％を示している。 
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出典：DULT のウェブサイト 

図２－５ ベンガルール都市圏における車種別登録台数の比率 

 

２－２－２ 交通量 

人口増加率は年 3％である。これに対して、車両の増加率は前述のように 10％を超えている。

V/C（Volume/Capacity；交通量/道路容量）は市内のほぼすべての道路で 1 に近い。平均旅行速

度は 13.5km/h である。ピーク時間帯は、おおむね午前中は 9～11 時、午後は 5～7 時となる。

これらピーク時間のうちの各時間帯（1 時間ごと）でそれぞれ昼間 12 時間の利用交通量の約

10％が集中している。 

ベンガルール都市開発局（BDA）が実施した「総合交通調査 2011」にて示された、特に交通

量の多い道路を以下に示す。これらは、PCU（Passenger Car Unit）換算（小型車換算）にて 10

万台を超える主な路線である。 

 

表２－１ ベンガルールにおける車種別登録台数の比率 

道路名 
12 時間の交通量 ピーク時間帯 

車両台数 PCU AM PM 

Sankey Road after Cauvery Theatre 183,194 185,057 9-10 5-6 

Sankey Road near NTI 179,097 182,047 9-10 5-6 

Rajajinagar Link Road near Sujatha Theatre 127,741 146,209 10-11 5-6 

M. G. Road near Trinity Circle  99,404 109,114 9.45-10.45 6-7 

J. C. Road near BBMP Parking Lot  99,821 106,048 10-11 6-7 

Ballary Road near Mekhri Intersection Underpass  95,424 100,973 9-11 5-6 

K. G. Road near Cauvery Bhavan  69,896 100,455 10.15-11.15 6-7 

出典：総合交通調査 2011 を基に調査団編集 

 

２－２－３ 道路網 

ベンガルール都市圏の道路総延長は、約 11,000km である。市内を通過するいくつかの放射状

道路が存在し、主なものは以下のとおり。 

・国道 4 号：ムンバイ～ベンガルール～チェンナイを結ぶ。この地域は“黄金の四角形”と

呼ばれ、国道 4 号はその一辺をなす。 
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・国道 7 号：インドを南北に貫き、北に位置するハイデラバードや、市北部のベンガルール

新空港と市内を接続する。 

・国道 209 号：ベンガルールを起点とし、南に位置するタミールナド州デンディガルにて国

道 7 号と接続する。 

 

これら以外にも、市内を通過する主要道路として、5 本の州道が存在する。 

既設の環状道路としては、内環状道路（IRR）と外環道路（ORR）が存在する。ORR は延長

65km であり、大型車両や通過交通の都市内への流入を回避することを目的にバイパス道路と

して 2002 年に建設された。しかしながら、近年の急速な市街地の発展とともに、現在では ORR

でも渋滞が激しくなっている。また、空港が市街地に移転したことにより、市内の交通流が変

化したことも ORR 上での渋滞の主な原因のひとつとされている。現在、ベンガルール市（BBMP）

及びベンガルール都市開発局（BDA）により外環道路の主要な交差点の立体化が進められてい

る。このほか、「ベンガルールマスタープラン 2015」では外環道路の内側に Core Ring Road の

建設が提唱されている。 

外環道路の更に外側に、外郭環状道路（PRR）の建設が計画されている。現在、有償資金協

力による実施のために、日本への要請準備が進められている。PRR の整備目的は以下となる。 

・大型車両や通過交通の迂回路として市内への流入を緩和する。 

・迂回路を設けることで外環道路上の渋滞を緩和する。 

・外環道路上の交通量を削減し、外環道路と接続する放射状道路での渋滞を緩和する。 

・ベンガルール都市圏は現在、放射状に発展を続けており、これに見合った都市の将来の交

通需要に沿った新たな道路網を構築する。 

 

このほか、PRR の概略は以下のとおり。 

・市の中心部から 17～25km の位置に計画。 

・75m の用地幅、上下合計 8 車線、両側 2 車線のサービス道路で構成。 

・アクセスコントロールを予定。 

・市の南西部には全長 45km、4 車線の有料道路が存在し、BOT（Build-Operate-Transfer；建

設・運営・譲渡）コンセッショネヤーであるナンディインフラ回廊社（Nandi Infrastructure 

Corridor Enterprises：NICE）により運営されている（通称 NICE Road）。この NICE Road は

PRR の一部となり、将来はリングを形成することになる。 

 

既設及び建設予定の環状道路網を図２－６に示す。 
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出典：DULT 提供資料を基に調査団編集 

図２－６ 既設及び建設予定の環状道路網 

 

２－２－４ 公共交通整備状況及び計画 

（１）市バス 

ベンガルールにおける市バス事業者はベンガルール都市圏交通公社（BMTC）である。

6,500 台の市バスを保有し、乗客数は 1 日当たり 4.8 百万人となる。市内の渋滞によりピー

ク時間帯の市バスの運行速度は、平均 6～10km/h まで低下しているとのことである。 

現在のところ、市バスの運行管理はシステム化されていない。2013 年 8 月現在、システ

ムの導入のための入札の手続き中である。その概要は以下のとおり。 

・システムの目的：運行管理のシステム化と乗客に対するバス情報の提供（到着時間、

運行状況など） 

・構成：センターの構築、全車両に対する GPS の設置、バス停における情報盤の設置（35

カ所のバス停）、料金支払いシステム（現金払いによる乗車券の自動発券機と発券シ

ステムの構築） 

・コントラクター契約の内容：システムの構築と 5 年間のメンテナンス 

・工期：現在コントラクターを選定中。契約締結後、約 9 カ月間でシステムの構築を予定 
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路線名 地下区間 (km) 高架区間 (km) 総延長 (km) 駅数

東西線 13.22 4.88 18.10 17

南北線 20.20 4.00 24.20 24

合計 33.42 8.88 42.30 41

（２）メトロ 

ベンガルールにおける都市内大量輸送交通には市バス以外に、メトロがある。ベンガル

ールメトロ公社（BMRCL）により管理されており、一部の区間を供用中である。Phase-1

区間は東西線及び南北線の 2 路線から成り、総延長 42.3km となる。このうち、東西線の

一部区間であるBaiyappanahalli駅～M. G. Road駅までの 6.7kmが 2011年 10月に開通した。

残りの区間は現在整備中である。 

東西線、南北線ともに高架区間と地下区間を含み、合計 41 の駅の建設が予定されてい

る。このうち 7 つの駅は地下駅となる予定である。総事業費は 3,068 億円であり、このう

ち約 2 割に当たる 655 億円が有償資金協力により支援されている。乗車運賃は、第 1 区画

は初乗りが 10 ルピー、最大で 15 ルピーであり、1 日の乗客数はおよそ 8 万人となる。ス

マートカードによる支払いも可能である。 

東西線・南北線の概要を表２－２に、Phase-1 の路線図を図２－７に示す。 

 

表２－２ メトロ東西線・南北線の概要 

 

 

 

 
出典：各種資料より調査団作成 
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出典：BMRCL のウェブサイトを基に調査団編集 

図２－７ メトロ Phase-1 路線図 

 

２－３ ITS の整備状況及び計画 

２－３－１ 交通管制センター 

ベンガルール交通警察により「B-TRAC」と呼ばれる交通管制センターが整備されている。

現在、主に以下のシステムが導入されている。 

・交通管制センター（B-TRAC） 

・CCTV：175 交差点に設置 

・信号機：330 交差点に設置（一部区間では交通量により交差点ごとに信号現示を自動調整） 

・情報表示盤：20 カ所 

・信号無視取り締まり監視： 

交差点で信号無視を犯した車両を自動で検知し、カメラで撮影する。撮影されたナンバー

プレート番号をセンターでシステムに手入力する。陸運局が保有する車両の登録データベ

ースと照合し、後日罰金の請求を行うものである。 

・交通渋滞計測： 

街中の携帯電話の利用者の数を地図上にプロットした情報を通信事業者より提供される

ものである。厳密には、交通渋滞とは異なる性質のデータである。交通警察としては、こ

れを目安に群衆の動向などをとらえ、デモの状況などを把握する。また、必要に応じて、

市内に設置された情報盤や警察のウェブサイト、あるいは SMS などを通じて市民に情報を
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提供する。 

・オンラインによる取り締まり情報登録・違反キップの発券： 

現場の警官にブラックベリー携帯端末と違反キップの発券用端末を配布。ブラックベリー

アプリケーションを介して、取り締まり対象の車両の情報をオンラインで登録し、また現

場で違反キップを発券するものである。 

 

現在、上記の既設のシステムを改修中である。CCTV などの路側機器の増設に加え、新セン

ターを建設中である。新センターでは、64 面の LED ディスプレイ（4×16 面）で CCTV 画像を

映し出す。 

B-TRAC における主な課題としては以下のものが挙げられる。 

・交通渋滞は定性的な判断によるものとなり、交通量、交通流を定量的に判定・蓄積し、そ

れを効果的に活用する仕組みが導入されていない。 

・これにより、ユーザへの情報提供も十分に実施できていない。 

・既設の情報盤は、配置、視認性、及び提供される情報の観点から、適切な交通誘導が実現

できていない。現在の情報盤では、道路・交通状況に応じた動的な情報は提供されておら

ず、シートベルト着用など、ドライバーへの注意喚起が主な内容である。 

 

以下に、既設及び建設中の B-TRAC を写真で示す。 

 

 
出典：BTP 提供 

写真２－１ B-TRAC（既設） 

 

  
出典：調査団撮影 

写真２－２ B-TRAC（建設中） 
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２－３－２ バス運行管理・情報提供システム 

現在、市バス事業者であるベンガルール都市圏交通公社（BMTC）により市バスの運行管理

及び情報提供システムの導入が計画されている。詳細は前述したとおりである。 

 

２－３－３ タクシー事業者による配車管理 

インドにおけるタクシーサービスは通常、大手の民間タクシー会社により提供されている。

スズキやタタ自動車などの中・小型セダンを中心に、GPS を活用した自社開発による配車管理

システムを構築している。この配車管理システムにより、コールセンターサービスが提供され

ており、電話による配車の予約が可能である。ベンガルールでは民間のタクシー会社以外にも、

カルナタカ州観光局（KSTDC）がタクシー事業を実施している。当地におけるタクシー事業者

は KSTDC（政府）、MEGA タクシー・MERU タクシー（民間）の三者となる。KSTDC は 650

台のタクシーを保有しており、民間と同様に、GPS を活用した配車管理システムを構築し、コ

ールセンターサービスを提供している。システムの構築・運用、タクシーサービスの提供は

KSTDC と契約を結んだ民間コントラクターにより実施されている。 

 

  
出典：KSTDC 及び MERU タクシーのウェブサイト 

写真２－３ KSTDC タクシー 

 

写真２－４ MERU タクシー 

 

２－３－４ バイスクルシェアリング 

ベンガルール市によりバイスクルシェアリングの導入が計画されている。ベンガルール市内

に 50km の自転車道を整備し、サービスを導入するものである。現在パイロット事業として、

市内のジャヤナガール地区を中心に一部導入されている。プリペイド式カードを利用して使用

料を支払う。 

ベンガルール市当局はバイスクルシェアリングの導入・拡張に意欲的である。しかしながら、

現在、市内にはまだ自転車道は整備されておらず、利用者はほとんど確認できない状況である。

市内の道路状況を考えると、自転車道の整備のための十分なスペースを確保することは難しい

と思われ、本格的な導入にあたっては、物理的なインフラ整備の面での制約が多いものと思料

される。 

写真２－５及び２－６は、市内中心部のメトロ駅に設置された駐輪場の様子とカードリーダ

である。 
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出典：調査団撮影 

写真２－５ 駐輪場（メトロ駅） 

 
写真２－６ カードリーダ 

 

２－３－５ インドにおける ETC 標準化の動き 

インドにおける国道整備は BOT（建設・運営・譲渡）方式を基本としており、ETC 方式につ

いては BOT コンセッショネアの独自の判断により採用されてきた。このため、赤外線方式、電

波方式（DSRC Passive, RFID）など規格が乱立しており、BOT 区間ごとに決済を行う独立した

システムが構築されている。またユーザにとっては異なる車載器が必要となりつつある状況に

ある。 

こうした事情を背景に、インド国道路交通省及び国道庁により、インド国全域にわたり統一

された ETC 規格のための「ETC 標準化委員会」が設立された。さまざまな ETC 技術のレビュ

ー・検討を経た後、インドの国道における ETC の規格として RFID Passive 方式（ISO18000-6C）

が採用されることとなった。採用にあたっては、主に以下の点が考慮されたようである。 

・タグ等の車載器が安価、かつ、設置が簡単であり、道路利用者に広く受け入れられること 

・アンテナなど路側機器などについても比較的低価格であること 

・複数のメーカーが存在し、市場性があること 

・他国での実績があること、など 

 

また、インド国道庁、道路事業者及び金融機関の出資によりインド道路マネジメント社が設

立された。これは、タグの入金、通行料金の引き落とし、該当する道路事業者への支払いなど

を管理するのための中央通行料金クリアリングハウスの実施を目的としている。さらに、「中

央自動車法 1989 年」が改定され、自動車製造業者により RFID タグが標準搭載される方向にあ

る。 

これにより、今後は国道における ETC 規格は RFID Passive 方式の適用が進められる見通しで

ある。 

 

２－３－６ ナンバープレートの統一化 

ETC に代表される ITS 機器を用いた取り締まりの自動化を適切に実現するためには、規格化

された車両のナンバープレートが重要な要素である。しかしながら、インド国では、ナンバー

プレートはまだ統一化されていない。材質、文字の大きさ、設置位置などは車両によりまちま

ちであり、言語も地域によって異なる。これはベンガルールでも同様である。 
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一方、ナンバープレートの統一化は数年前よりインド政府によって検討が進められてきてお

り、近年、全国統一のナンバープレートが規格化された。これを受け、今後は州ごとに陸運局

管轄の下、統一化に向けて整備が進められていく方向にある。 

カルナタカ州では現在、この規格に基づいたナンバープレートの製造業者を選定中である。

今後、新車への設置、及び既存のプレートの入れ替えの整備を進めていく予定とされている。 

 

  
出典：左写真；調査団撮影、右写真；Flickr blog http://www.flickr.com/photos/ankitbchhibber/3314224504/ 

写真２－７ 既存のナンバープレート（１） 

 

  
出典：調査団撮影 

写真２－８ 既存のナンバープレート（２） 
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出典：調査団撮影 

写真２－９ 規格化されたナンバープレート 

（上：一般車両、下：２輪車） 

写真２－10 規格化されたナンバープレート

（ホノグラム及び文字表面の特殊加工） 

 

２－３－７ 車両登録制度 

インドにおいては新車及び中古車の購入時に、陸運局を通じて、車両情報と共に所有者の情

報を登録することが義務づけられている。車両の登録情報は陸運局により州ごとにデータベー

ス化され、インド中央政府によりこれらの情報が管理される。一方、車検制度については、商

用車両では 2 年ごとの車検が義務づけられているが、一般車両は購入後 15 年後に簡易な検査

を受けるのみである。また、日本の車両重量税、自動車税などに該当するような税制は導入さ

れておらず、車両の購入時に物品税として一定の税率が課せられるのみである。こうした諸々

の事情により、車両の登録は義務化されているものの、特に所有者が替わった際の中古車や、

廃棄となった車両に関する登録変更手続きは着実に実施できていない。このため、所有者・車

両台数などは、実際のところ、正確には把握しきれていない状況にある。 

交通警察には、前述したように信号無視を犯した車両を取り締まる機器が導入されている。

これは信号無視のタイミングで、自動でナンバープレートをカメラで撮影し、管制センターで

車両登録情報と照合のうえ車両の所有者へ罰金の請求を行うものであるが、こうした車両の登

録制度の不備により、違反した所有者を追跡しきれていない。また、今後 ETC など通行料金の

自動徴収システムなどを適切に展開していくためには、車両の登録制度の改善が図られる必要

がある。 

 

２－３－８ 公共交通料金自動支払システム（スマートカード） 

ベンガルールにおける都市内大量輸送システムはメトロと市バスとなる。これらの交通機関

では独自に料金の自動支払いシステムが導入されつつある状況である。メトロでは既にプリペ

イド方式のスマートカードによる支払いシステムが稼働している。市バスでは現在、定期券に

限りスマートカードが導入されつつある。また、ベンガルール市により実施中のバイスクルシ

ェアリング（パイロットプロジェクト）においても利用料の支払いのためにスマートカードが

導入されている。このように各交通機関や事業者ごとにスマートカードによる料金の自動支払

いシステムが構築されつつあるが、異なる交通機関にまたがって使用が可能な共通カード、あ

るいは街中の小売店などでも支払いが可能な多目的カードはまだ導入されていない。こうした

状況の中、メトロやバス事業者では多目的共通カードの導入に向けた準備が進められつつある。

ベンガルール都市圏交通公社（BMTC）では多目的共通カードの導入のための入札を実施中で
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ある。しかしながら、こうした共通カードの導入にあたっては、クリアリングハウスの運営も

含め、事業者にとって多くの調整事項が存在することに加えて、利害が絡む事案でもあり、今

度の見通しは不透明であるといえる。 

 

２－４ 都市交通の主要な課題 

ベンガルールにおける都市交通の主要な課題は以下のように整理される。 

 

２－４－１ 道路インフラ不足による道路の飽和 

多くの主要な交差点では立体交差が整備されている。しかしながら渋滞の解決に至っていな

いケースが多い。これは、交差点自体を立体化してもその前後の区間や既存の道路容量が交通

需要に見合っていないことが主な原因と考えられる。また、市内中心部の主要な道路である

M. G. Road の周辺には商業施設が集中する。M. G. Road には迂回路となり得る道路が並走してい

ないことから、ピーク時間帯は激しい渋滞を招いている。より厳密には、交通規制の問題とし

て、並走する道路は一方通行であるため、迂回路として正しく機能できていない。交差点の立

体化以外にも、線的あるいは面的な道路インフラの対応を図っていく必要があると考えられる。 

また、市内の主要な交差点には 5 叉路、あるいは 6 叉路の箇所がいくつか存在し、ピーク時

間帯はこれらの交差点で慢性的な渋滞が発生している。これらは主に、交差点の構造上の問題

に起因するものと考えられ、交差点形状の改善が望まれる。 

 

２－４－２ 交通モード間の接続 

ベンガルール都市開発局（BDA）実施の「総合交通調査 2011」によれば、公共交通機関の分

担率は 30％とされる。ベンガルールでは、基幹公共交通網としてメトロが整備中であるが、道

路交通に対する依存度は依然として高く、市内の渋滞解決のためには公共交通機関への交通需

要の転換を促進していくことが重要となる。 

ここで、ベンガルールにおける公共交通の主要な課題のひとつとして、他の交通モードとの

接続が脆弱である点が挙げられる。市内の公共交通にはメトロ以外にも、三輪オートリキシャ、

タクシー、市バスが存在する。例えば、供用中のメトロ高架駅下には市バスの停車用専用レー

ンとバス停を設けるなどの施策が考えられるが、こうした設備は整備されていない。このため、

メトロ高架駅下の一般道の車道には、乗り換えのための乗客を運ぶ市バスやオートリキシャな

どが滞留し、混沌とした状況に陥っている。このほかにも、バス停やメトロ駅周辺の二輪車用

駐輪場の整備、または公共駐車場の整備、メトロとバスが一体となった複合乗り換え設備の整

備なども有効であると考えられる。基幹公共交通網が今後整備されてゆく中、こうした人の動

線に配慮したインフラの整備がますます重要となる。 

 

２－４－３ 歩行者空間 

上述した人の動線に配慮したインフラの整備に関連し、市内は歩行者のための空間が十分に

整備されていない。概して歩道には障害物が多く、縁石が高く、歩道そのものが連続していな

いようなケースが散見される。横断歩道や歩道橋、歩行者用の信号なども必要な箇所に十分に

整備されているとはいえず、結果として、歩行者はやむなく車道を歩かざるを得ない箇所が多

い。 
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また、歩行者とは異なるが、前述したとおり、ベンガルール市によりサイクルシェアリング

が計画されており、現在市内の中心部でパイロット事業を実施中である。しかしながら、自転

車の利用者はほとんど確認できない。これは、そもそも自転車が走行できる環境が十分に整備

されていないことによるところが大きいと考えられる。 

ベンガルールは、インドの他の都市よりも歩道などは比較的整備されている状況ではある。

しかし、車両の環境と人の環境をより明確に区分けした整備が望まれる。 
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第３章 マイソールにおける都市交通及び ITS の現状と計画 
 

３－１ 都市交通政策に係る実施体制 

３－１－１ カルナタカ州都市開発省（UDD） 

前章で記述したとおり、カルナタカ州における都市開発を管轄するのはカルナタカ州都市開

発省（UDD）である。マイソール都市開発局（MUDA）実施事業の支援及び促進についても、

UDD の担当となる。 

 

３－１－２ 都市交通局（DULT） 

都市交通局（DULT）についても同様である。役割は前章で記載したとおりである。 

DULT が関与するマイソールにおける実施中の ITS 関連事業は、市バス運行管理システム（パ

イロット事業実施中）が挙げられる。詳細は後述する。 

 

３－１－３ マイソール市（MCC） 

マイソール市（MCC）は市政府として、マイソール市内の各種の行政サービスの提供、及び

市内のインフラ開発の管理・実施を担当する。 

マイソール市が関与する ITS 関連事業として、市内のゴミ収集車に GPS を設置し、車両の管

理を行うものがある。 

マイソールの概観図を図３－１に示す。 
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出典：マイソール総合交通計画、DULT 

図３－１ マイソールの概観と主要な道路 

 

３－１－４ マイソール都市開発局（MUDA） 

マイソール都市開発局（MUDA）は、マイソールにおける開発計画を策定する。主な事業・

担当は以下のとおりである。 

・マイソール外環道路（ORR）の整備（総延長 44km：供用中） 

・立体交差点の整備計画（4 カ所） 

・歩道橋の整備計画（2 カ所） 

・自転車道の整備計画（総延長 67km、うち 32km はマイソール外環道路沿い） 

・複層階駐車場の整備計画（3 カ所） 

・環境保護対象地域である Chamundi Hills とその周囲 100m のエリアにおける開発の制限と

規制の実施 

・総合交通計画（Comprehensive Traffic and Transportation Plan for Mysore, 2012：CTTP） 
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３－１－５ マイソール交通警察（MTP） 

マイソール交通警察（MTP）の管轄地域は、マイソール市及びマイソール外環道路の外側の

地域までとなる。現在、小規模な交通監視センターが稼働しており、センター拡張の意向を有

している。詳細は後述する。 

 

３－２ 都市交通全体の概要（車両台数、交通量、道路・公共交通整備状況及び計画） 

３－２－１ 車両台数 

マイソールにおける車両台数は約 40 万台（2008 年）である。1970 年には 6,000 台であり、

特に 80 年代以降、急激な伸びを示している。車両台数の 80％以上を二輪車が占め、四輪車は

およそ 9%にとどまる。 

 

 
出典： CTTP、DULT 

図３－２ マイソールの車両登録台数の推移 

 

３－２－２ 交通量 

マイソールの人口は、2011 年センサスによれば約 1.3 百万人であり、増加率は年 2.5％を示し

ている。これに対して、車両の増加率は約 5.5％であり、カルナタカ州の中では高い伸びを示

しているものの、現在のところ市内の道路は飽和していない。しかしながら、人口を大幅に上

回る年間 13 百万人（うち 2 百万人は外国人）の観光客が訪れる、全国でも有数の観光地であ

る。また、周辺の自然環境保護がマイソール市の重要なコンセプトである。このため、マイソ

ールの関係当局は、将来発生するであろう渋滞の対策に今の時点からしっかりと取り組む必要

がある、との高い意識を有している。 

 

３－２－３ 道路網 

マイソール市の道路総延長は約 1,160km である。延長 44km の外環道路のほか、市内を通過

するいくつかの放射状道路が存在する。これらの放射状道路のうち、国道はマイソール市の南

側に位置する Nanjangud Industry Park と接続する 212 号線となる。その他の放射状道路は州道

で構成され、17 号、33 号、86 号、及び 88 号の 4 本が、カルナタカ州内のさまざまな都市とマ

イソール市を結ぶ。市内については、主要な 48 本の道路が 58km をカバーしており、舗装率は、

約 90％である。 

北東約 140km に位置するベンガルールとは、鉄道と道路（州道 17 号）で結ばれている。鉄
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道は、現在複線化の工事を行っており、約 60％が完成している。州道 17 号は 4 車線化されて

いる。 

なお、新設の路線として、ベンガルールの NICE Road からマイソールまでを結ぶ高速道路が

計画されている。NICE Road はベンガルールの南西部に位置する延長 45km の 4 車線の有料道

路であり、将来は現在計画中のベンガルール外郭環状道路（PRR）の一部となるものである。

NICE Road のコンセッショネヤーであるナンディインフラ回廊社（NICE）によりこのベンガル

ール－マイソール間の高速道路が計画されている。 

マイソール ORR は、環境保護の観点より、商用車両の市内への流入を抑制し、渋滞を防ぐ

ことを目的に整備された。6 車線、総延長 44km であり、両側にそれぞれ 2 車線のサービス道

路が存在する。アジア開発銀行が事業費を融資している。マイソール市南東部に位置する

Chamundi Hills は環境保護区に指定され、道路の建設が制限されている。このため、ORR はこ

こを通過できず、完全なリング状を形成していないが、今のところ交通の分散機能は果たされ

ている。 

 

 
出典：MUDA のウェブサイト 

図３－３ マイソールの外環道路と環境保護区 
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３－２－４ 公共交通整備状況及び計画 

マイソールにおける市バスのサービスはカルナタカ州道路交通公社（KSRTC）により提供さ

れている。KSRTC は、本来州内の都市間長距離バスのサービスを提供するものであるが、マイ

ソールの市内バスもこの公社により実施されている。現在 442 台の市バスを有し、今後 500 台

まで車両台数を増やすことになっている。バスターミナルの整備は KSRTC の管轄であるが、

路上のバス停の整備はマイソール市の管轄となる。現在、世銀の支援により市バスの運行管理

システムを導入中である。詳細は後述する。 

 

３－３ ITS の整備状況及び計画 

マイソールにおける現在の ITS 設備は、マイソール交通警察（MTP）による小規模な交通管制

センターと市バスの運行管理システム（現在試運転中）となる。このほかには主だった設備は整

備されていない。また、具体的な将来計画も現在のところ存在しない。 

 

３－３－１ 交通管制センター 

市内の限られた主要な交差点に CCTV が設置され、小規模な管制室で数人のオペレータが監

視を行っている。数は限定的であるが、信号無視取り締まりのための機器も導入されている。

ベンガルールと同様に、交差点で信号無視を犯した車両をカメラで自動撮影し、撮影されたナ

ンバープレート番号を管制室で確認のうえ、後日罰金の請求を行うものである。 

MTP によれば、現在ベンガルールで稼働中の交通管制センター（B-TRAC）に準じたシステ

ム（M-TRAC）にアップグレードしたい意向であるとのことである。「M-TRAC」のイメージは

以下のとおりであるとのことである。 

・交通管制センター：現行の小規模な管制室からのアップグレード 

・信号制御 

・CCTV カメラ 

・可変情報盤（Variable Message Sign Board：VMS） 

・オンラインによる取り締まり情報登録・違反キップの発券 

 

ヒアリング結果によれば、上記のとおり、現在ベンガルールで稼働している B-TRAC と基本

的に同様のシステムをイメージしている。 

以下に MTP による監視室と庁舎の様子を示す。 
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出典：調査団撮影 

写真３－１ MTP 管制室 写真３－２ CCTV 監視画面 

 

  
出典：調査団撮影 

写真３－３ MTP 庁舎の様子 

 

３－３－２ バス運行管理・情報提供システム 

カルナタカ州道路交通公社（KSRTC）により、GPS によるバスのプローブデータを活用した

運行管理及び情報提供システムが整備中であり、現在パイロットとして試運転されている。内

容は以下のとおりである。 

・システム名：マイソール高度道路交通システム（Mysore Inteligent Transport System：MITRA） 

・資金源：世銀（50%）、自国資金（50%） 

・事業費：2 億 1 千万インドルピー 

・実施機関：KSRTC 

・コンサルタント：IBI Co., Ltd.（カナダ系のコンサルタント） 

・コントラクター：CMC Co., Ltd（TATA 系の SI 業者） 

・コントラクター選定評価方式：世銀のガイドラインによる総合評価方式（技術：75%、価

格：25%） 

・スケジュール：試運転期間（2012 年 11 月~2013 年 11 月）、試運転後コントラクターによる

3 年間の運営維持管理（Operation and Maintenance：O&M） 

・プロジェクト内容：システムの構築、機器の設置、O&M、トレーニング 

・システム構成： 

管理センター、市バス 450 台に対する GPS の設置、WEB やバスターミナルでの情報盤
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などによる情報提供（路線、運行状況、発着時間など）、チケット発券システム、社内の

可変案内表示（英語、カンナダ語）、無線装置（非常時の際の運転手とオペレータの交信

用） 

 

  
出典：調査団撮影 

写真３－４ コントロールセンター 

 

写真３－５ バスターミナル 

 

 
出典：調査団撮影 

写真３－６ 発車時刻情報盤 

（バスターミナル） 

 

写真３－７ 発車時刻情報盤 

 

 
出典：調査団撮影 

写真３－８ 車内の GPS 車載器と制御装置 写真３－９ バスの外観 
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３－４ 都市交通の主要な課題 

マイソールにおける都市交通の主要な課題は以下のように整理される。 

 

３－４－１ 環境保護、観光都市のためのインフラ整備と交通施策 

マイソールには多くの歴史的建造物が存在し、観光事業が主な産業である。また豊富な自然

環境に恵まれた地域である。マイソール市の開発理念は、観光産業の誘致と歴史遺産の保全、

及び環境保全である。前述のとおり、人口を大幅に上回る観光客が毎年インド国内外より当地

を訪れる。 

しかしながら、こうした開発理念に基づくインフラ整備や交通施策はそれほど進んでいると

はいえない印象である。大型車両の市内への流入を抑制するためのマイソール外環道路の整備

や、世銀の支援による市バスの運行管理・情報提供などの対策はとられ、一定の効果は上げて

いるといえる。一方で、例えば観光客のための自転車道の整備や、市内をより快適に移動でき

る緻密な公共交通ネットワークの整備、市の郊外部における公共駐車場の整備、市内あるいは

環境保護区域周辺への交通流入制限など、より多角的な施策を推進することにより、一層の観

光産業の誘致と環境保全が実現できるものと思われる。 

 

３－４－２ ベンガルールとの接続 

マイソールには空港が存在するが、2 日に 1 便程度の運行である。よって、観光客の大半は

ベンガルールを経由して陸路で訪れることになる。ベンガルールとマイソールは鉄道と州道 17

号で結ばれるが、鉄道は本数が限られ、州道での移動は 3 時間強を要する。マイソールにおけ

る観光産業の誘致に資する、ベンガルール都市圏との接続の強化が望まれる。 
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第４章 ITS 導入に係る検討 
 

４－１ ITS のコンポーネントの検討 

本格調査での ITS の検討において、勘案すべき事項を以下に整理する。 

 

４－１－１ インド側の意向 

（１）スケジュール 

インド側は、個別の実施機関が相互の調整なしに ITS 事業に着手しようとしていること

に強い危機感を抱いている。このため、早急に ITS サービスの全体像を明らかにするとと

もに、概算の事業規模についても速やかに提示することが求められている。これを踏まえ、

概算事業費を含めた ITS マスタープランを、ベンガルールについてはプロジェクト開始後

6 カ月をめどに、マイソールについては 9 カ月をめどに策定する。 

 

（２）マイソールの取り扱い 

前述のとおり、マイソールは歴史的建造物が多く存在する観光都市であり、また環境保

全を重視している。現時点では深刻な渋滞は発生していない。ベンガルールからは約 140km

南西に位置し、国道や鉄道で結ばれているが、ベンガルールとは同一の交通圏とは言い難

い。しかしながら、南インド地域における主要な観光都市であること、またカルナタカ州

の旧都であり、州の中ではベンガルールの次に大きな都市であることから、カルナタカ州

政府はマイソールについても、一定レベルの ITS の計画の策定を期待している。 

 

４－１－２ マスタープランにおける検討事項 

（１）ベンガルール 

リアルタイムの定量的な交通状況の把握は、交通管制を効果的・効率的に実施するうえ

で重要な要素である。また、交通管制のみならず、道路インフラの改良計画などの際にも

重要な情報となる。ベンガルールにおいては、前述したように、交通警察（BTP）により

交通管制センターが稼働しており、現在センターを拡張中である。しかしながら、拡張後

のセンターにおいても、基本は CCTV による監視を中心としたシステムであり、こうした

定量的な情報を適切に活用する仕組みは現在のところ計画されていない。 

また、公共交通については、ベンガルール都市圏交通公社（BMTC）により市バスの運

行管理システムの導入が計画されており、公営のタクシー事業者により配車管理システム

が稼働している。これらは事業者が所有する車両に GPS を搭載し車両の動きを管理するも

のである。メトロでは既に運行管理センターが構築され、スマートカードによる支払いシ

ステムが稼働している。 

カルナタカ州都市開発省都市交通局（DULT）は、市内の渋滞対策のため、一般道にお

ける渋滞課金、及び多目的カードの導入に対する意向を有している。 

加えて、外郭環状道路（PRR）の整備が計画中であり、円借款要請がなされようとして

いる。 

これら ITS に関連する現状・計画、及びインド側の意向を踏まえ、マスタープランでは

以下のとおり、検討すべき事項が挙げられる。 
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・既存及び計画中のシステムを勘案した連携・統合化の検討 

・都市内 ITS の高度化の検討 

定量的な交通量・交通流の計測の検討（プローブの活用や路側機器の導入など） 

これに基づく情報提供の高度化、交通制御の高度化（信号制御など） 

新規 ITS コンポーネントの検討（多目的カードや渋滞課金の導入検討など） 

・PRR に対する ITS の検討 

ETC 及び交通管制システム導入の検討 

 

（２）マイソール 

マイソールにおける交通管制センターでは、限定的に、主要な交差点のみを対象として

CCTV が設置されており、小規模な管制室で監視を行っている状況である。一方、世銀の

支援によって市バスの運行管理システムが導入され、現在試行運転中である。市内のバス

に GPS を設置し、センターによる運行監視のほか、バスターミナルでのバス到着時刻やバ

スの運行状況に関する情報を乗客に提供するものである。また、上述のとおり、現在のと

ころ深刻な渋滞は発生していない。一方で、環境保全を重視しながら観光都市としての発

展をめざしている。 

マスタープランの検討では、前項で記したマイソールの取り扱いに係るインド側の意向

を踏まえつつ、マイソールの都市の特性を勘案のうえ、最適な ITS メニューの抽出を行う

とともに、将来的な展開を検討することとなる。 

 

４－１－３ ITS コンポーネントに係る概略設計の検討 

インド側は、ITS の全体像を明らかにするとともに、優先されるべき ITS サービスについて

は早急に実施段階に移行することを重視している。これを踏まえ、円滑な事業の実施のために、

マスタープラン策定後、マスタープランにて明らかとなった緊急度の高い ITS コンポーネント

について、簡易な概略設計を実施する。 

 

４－２ 実施体制の検討 

本格調査における実施体制については、以下に示す内容に基づき、インド側と合意した。 

 

４－２－１ 合同調整委員会（JCC）の設立 

本格調査の実施にあたっては、以下を目的とした合同調整委員会（ Joint Coordinating 

Committee：JCC）を設立する。 

・本格調査の目的・趣旨に基づき、意思決定機関として機能する。 

・本格調査の円滑な実施のために、関係機関全体の調整を行う。 

・必要に応じて、後述する技術支援グループ（Technical Advisory Group：TAG）会議を招集

する。 

・カルナタカ州政府内及び中央政府との調整を行う。 

 

JCC は、以下の組織により構成される。 

・カルナタカ州都市開発省都市交通局（DULT） 
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カルナタカ州都市開発省傘下の組織として、カルナタカ州における都市交通政策に関する

各種の計画・調整を担う。ITS マスタープランの策定についても DULT が中心的な役割を

果たすこととなる。このため、インド側を代表する組織として DULT を位置づけ、JCC を

組織する。議長は DULT 局長となる。 

・JICA インド事務所 

日本側の共同議長として JICA インド事務所を位置づけ、JCC を組織する。 

・ベンガルール都市開発局（BDA） 

ベンガルール都市開発局（BDA）は、ベンガルール市管轄地域の外側の地域を主な対象地

域として開発計画を担当する組織である。また、現在計画中の外郭環状道路（PRR）につ

いても BDA の管轄となる。本格調査では当局の管轄域における都市内 ITS の検討に加え、

PRR に対する ITS の検討も含まれる。このため、これをメンバーに加えた JCC を組織する。 

・ベンガルール市（BBMP） 

ベンガルール市中心部におけるインフラ開発及び都市内交通を所管する組織である。本格

調査における ITS の検討では当局所管の区域が中心的な地域となる。このため、これをメ

ンバーに加えた JCC を組織する。 

・JICA 調査団 

本格調査実施中は、上記の JCC メンバーと緊密な意思疎通を図り、調査を進める。 

 

４－２－２ 技術支援グループ（TAG）の設立 

ベンガルールにおける ITS の検討では、上記の組織以外にも、関与する関連組織が多く存在

する。本格調査においては彼らの意向、計画を十分に踏まえることが重要である。したがって、

これらの関連組織から構成される TAG を組織し、本格調査に関与させる。本格調査の実施中は、

主に意見徴収を目的に、必要に応じて適宜 TAG 会議を開催する。TAG は多くのメンバーから

組織されることになるため、議題によって関係する組織を招聘することを基本とする。また、

TAG 会議は JCC 議長により招集される。 

構成メンバーは主に、道路管理者、交通管理者、公共交通事業者、学識関係者、研究開発機

関となる。また、マイソールにおける関係機関は本 TAG のメンバーに含まれる。 

図４－１に、JCC 及び TAG の組織図を示す。なお、以下に示した TAG の構成メンバーは現

時点で想定されるメンバーである。正式なメンバーはインド側の意向を踏まえ、調査開始まで

に最終化されることになる。 
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図４－１ JCC 及び TAG の組織図 
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Centre for Development of Advanced Computing (C-DAC) 

Directorate of Urban Land Transport 

(DULT), Government of Karnataka 
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Japan International Cooperation 
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Joint Coordinating Committee (JCC) 
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第５章 本格調査の基本方針 
 

５－１ 目標及び成果 

５－１－１ 本格調査の目的 

本格調査の目標は以下の 3 項目である。 

・ITS の導入により、適切な交通誘導が図られることによって、交通渋滞が低減する。 

・ITS の導入により、公共交通機関へ交通需要の転換が促進される。 

・ITS の導入により、定量的なデータが収集・活用され、適切な交通管理とインフラ計画が

可能となる。 

 

５－１－２ 本格調査の成果 

本格調査の成果は以下の 4 項目である。 

・ITS マスタープランの策定 

・ITS の実施に必要な組織と運営の提案 

・ベンガルールにおける優先順位の高い ITS メニューの簡易な概略設計 

・ITS に係る能力向上 

 

５－２ 活動内容 

活動内容は以下の 8 項目である。 

 

（１）社会経済状況に係る現況及び将来の動向の把握・分析 

資料収集及びヒアリング調査を実施し、ベンガルール都市圏及びマイソールにおける人

口・経済・産業・観光などの状況を分析し、それらの動向を把握する。 

 

（２）運輸・交通に係る現況及び将来の動向の把握・分析 

資料収集及びヒアリング調査を実施し、ベンガルール都市圏及びマイソールにおける道

路・交通網、公共交通機関の現況及び将来計画などの状況を分析し、それらの動向を把握す

る。 

 

（３）ITS に係る現況及び将来計画の把握・分析 

資料収集及びヒアリング調査を実施し、ベンガルール都市圏及びマイソールにおける ITS

に係る現況及び将来計画、関連組織と役割、運営体制、公共交通機関との関連などの状況を

分析し、それらの動向を把握する。 

 

（４）補足交通調査 

「総合交通調査 2011」や外郭環状道路（PRR）の検討のために実施された交通調査など、

既存の交通調査のレビューを行い、交通の現況、将来の需要などを把握する。ITS マスター

プランの策定や ITS メニューの概略設計の検討のために追加で必要とされる場合は、補足の

交通量調査を実施する。 
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（５）ITS マスタープランの策定 

上記（１）、（２）、（３）及び（４）の結果を踏まえ、短期、中期、長期の各段階において

導入すべき ITS メニューを検討し、ITS マスタープランを策定する。ベンガルールについて

は、都市内 ITS に加え、円借款事業で建設が予定されている PRR への ITS についても検討す

る。マイソールについては、地域の特性に見合った ITS マスタープランを策定する。なお、

ベンガルール及びマイソールともに、概略の事業費についても検討し、マスタープランに含

める。 

マスタープランの策定にあたっては、カウンターパート及び関係機関と十分に協議し、イ

ンド側のニーズが十分に反映されたものとする。 

 

（６）ITS の実施に必要な組織と運営の提案 

導入される ITS の実施のために必要とされる組織体制及び運営に係る概略を検討のうえ、

提案する。ITS のコンポーネントによっては、必ずしも既存の組織のみではその趣旨・目的

にそぐわない可能性もあるため、新たな組織の設立の可能性も含めて検討する。また、ITS

はその性質上、民間により実施されるべき分野も存在する。このため、組織のあり方につい

ては官民の切り分け、及び組織の役割分担を明確にする。 

 

（７）ベンガルールにおける優先順位の高い ITS メニューの簡易な概略設計 

ITS マスタープランの策定において抽出された、短期で導入されるべき優先順位の高い ITS

メニューについて概略設計を行う。技術仕様、概略の必要数量などを検討・整理し、その費

用と効果について簡易な概略の検討を行う。 

 

（８）ITS に係る能力向上支援 

ITS に関する知見の増強及びそれに伴う ITS の導入効果の向上を図るため、インド側人材

の能力向上の支援を行う。調査対象地域における、将来の指導的立場の人材育成を図ること

を目的に、本邦及び第三国を対象とした研修を実施する。それぞれおよそ 5 名程度を想定す

る。なお、対象とする人員の選定にあたっては、インド側と十分に協議のうえ、決定するも

のとする。 

 

５－３ 投入計画 

投入する団員は、以下の分野を網羅して構成されることを想定する。 

① 総括（交通管理計画） 

② ITS 計画１（都市内の ITS の検討） 

③ ITS 計画２（外郭環状道路の ITS の検討） 

④ ITS 計画３（流入制限のための自動課金制度の検討） 

⑤ 交通計画  

⑥ 共通課金システム構築 

⑦ ITS 設計 

⑧ ITS オペレーション１（都市内の ITS の運用の検討） 

⑨ ITS オペレーション２（外郭環状道路の ITS の運用の検討） 
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⑩ 積算 

⑪ 交通需要予測・経済分析 

⑫ 財務分析 

⑬ 業務調整 

 

５－４ 調査行程 

調査は、2014 年 1 月より開始し、2015 年 6 月の終了をめどとする（詳細行程は契約時のタイ

ミング、契約年の年度区切りなどにて若干の変更がある）。また、合同調整委員会（JCC）を中心

とする関係機関の間で十分に理解の促進が図られるよう、マイルストーンごとにワークショップ

を開催する。 

 

 

 
５－５ 調査実施上の留意点 

調査を進めるうえでの留意点は以下のとおりである。 

 

（１）基本方針 

ベンガルールでは、交通警察（BTP）による交通管制センター（B-TRAC）が稼働しており、

現在自らによりシステムの拡張が進行中である。また、ベンガルール都市圏交通公社（BMTC）

においても、市バスの運行管理システムや共通カードによる公共交通料金支払システムの導

入が計画されている。このような状況の下、インド側は全体を包括する枠組みを早急に準備

することを重要視している。このため、マスタープランの策定にあたっては、これらの点に

十分に配慮のうえ、スピード感をもって対応することが重要となる。 

具体的には、調査開始後 6 カ月をめどにベンガルールの ITS マスタープラン、9 カ月をめ

どにマイソールの ITS マスタープランを策定する。 

 

（２）ITS コンポーネントの検討に係る留意事項 

ベンガルールでの ITS は、主として、都市内における ITS コンポーネント及び外郭環状道

路（PRR）に対する ITS コンポーネントの検討となる。PRR は日本の有償資金協力による整

備が検討されており、PRR に対する ITS コンポーネントの資金源はこの中に含まれる。また、

Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun

現地作業開始

社会経済状況に係る現況及び将来の動向の把握・分析
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補足交通調査

ITSマスタープランの策定
▲ ▲
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査
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間
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マイソールM/Pの提出



－40－ 

インド側は市内の渋滞課金や多目的カードの導入の意向を有している。 

マイソールについては、現在のところ深刻な渋滞は発生していない。しかしながら観光及

び環境保全を重視した都市の開発理念を有することに加え、カルナタカ州政府としてマイソ

ールでの ITS の検討についても重要視している。 

本格調査における ITS の検討では、これらの点に配慮し、インド側の意向を十分に確認の

うえ、調査を進めることが重要である。 

 

（３）ITS 運営の検討 

ITS の本格導入がこれからとなるインドにおいては、ITS 導入後の持続可能な運営・維持

管理が重要であり、本格調査の対象地域においても同様である。ITSの運営・維持管理（O&M）

については道路管理者・交通管理者のほか、計画中の PRR なども含め、関係機関の適切な関

与を促し、検討を進めることが重要である。 

 

（４）調査の実施体制 

本格調査の円滑な実施のために、合同調整委員会（JCC）を設置する。取りまとめは都市

交通局（DULT）が担当し、DULT を長として JCC を設置する予定である。日本側は JICA イ

ンド事務所が代表する。 

また、本調査は対象都市がベンガルール及びマイソールの 2 都市にまたがること、ITS に

は多くの関係機関が関与すること、関係機関によっては ITS の導入・運営に関する知見が十

分ではない可能性があることを踏まえ、技術支援グループ（TAG）を組織する。TAG には、

道路管理者、交通管理者、公共交通事業者のほか、学識経験者や研究開発関連機関による参

加を予定している。マイルストーンごとにワークショップを開催し、彼らとの共通の理解を

図り、必要な事項について調整を図る。 
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１．協議議事録〔M/M（R/D 案）〕 
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